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巻頭言

ヘ リウム液化機 の思 い出

＼キ 動 碕 謬

"ガ ンガ ンガ ン"凄 ま じい騒音 で あ る
。い くら呼 びか けて も作 業 員 は こち らを振 り向い て くれ ない。

こ こは東京 の 国分 寺 に あ る 日立製作 所 中央研 究 所 のヘ リウム液化 機 のあ る建屋 であ る。私 は フ ォ トル ミ

ネセ ンス測 定用 の ガ ラスデ ュ ァを運 び込 んで 、液体 ヘ リウム を汲 んで も らうた めに きてい る。 や っ と作

業 員 は耳栓 を はず して、 こち らを見 てニ コ ッ と笑 い、液 体ヘ リウム を汲 むた めの準 備 にか か った。 この

時 、 は じめ て私 は液体 ヘ リウム に出会 っ たの だっ た。以 来、、30年間以 上低 温 での フ ォ トル ミネ セ ンスの

実験 にかか っ て きたこ と になる。液 体 ヘ リウ ムを直接 ガラス デ ュア に汲 んで もらう ことは ほ とん どな く、

通常 は大 きな液体 ヘ リウム容器 に汲 んで もらい 、あ とは 自分 で ガ ラスデ ュア に移す のが 普通 だ った。

低 温 の実験 とは外 ヵ・らみ るの と違 って なか なか大 変 な もの だ った。 液体 ヘ リウム を汲 む の も、 トラ ン

ス フ ァチ ュー ブが 詰 った り、 デ ュアの面 が曇 った り、試料 が 落 ちた りで気 の休 まる ことが なか った。 し

か し、私 の 回 りには優 秀 な実験 者が い てい ろい ろ ア ドバ イス を して くれた ので 非常 に助 か った。特 に中

途 採用 の人達 は他 の研 究所 でや っ てい る様 々 なノ ウハ ウを教 えて くれ た。 どう した ら回 りの液 体窒 素 の

中の 泡 を除 くこ とが で きるか(こ れ は光学 測 定で は雑 音 とな るので重 要 な こ とであ る)、 試料 を取 りは

ず しが 簡単 で落 とさ ない方法 とか、 こうい った こ とは学 会 等で は直接 きけ ない。・皆、 い ろい ろ苦労 して

独 自の方法 をあみ 出 してい る。 どれ だけ 良い ノ ウハ ウを知 って い るかで実 験 の効率 は決 まる よ うに思 え

た。

当時 、日立製 作所 中央研 究 所で は、送電 用 の超伝 導線 を開発 す るた めの プロ ジ ェク トが は しってい た。

そ の ため、液 体 ヘ リ ウム は大量 にあ り、好 きな時 にい くらで も使 え た。 ところが、 この プロ ジェ ク トが

工場 に移 って しま った後 は、大 量 の消費 者 が いな くな った ので 、ヘ リウム液化 機 は動 か な くな った。 仕

方 な く、外部 が買 う ことにな っ た。 も う好 きな時 にい くらで も使 え る とい うこ とはな くなった。 買 った

らな くな らない うち に使 わな い とい けない し、 お金 が ない と買 えな い とい うこ とにな った。 当時(30年

以上 前)で も基礎研 究 には風 当た りが強 く、 なか なかお金 が なか っ た。私 は半 導体 レーザ の研 究 開発 グ

ル ー プに属 してい て、.国か ら補 助 金 が出 てい て比 較 的 お金 の面 では 楽 だ った 。(他 の仕 事 で低 温 の フ ォ

トル ミネセ ンス測 定 どころで は.なか つたが)

液化 機 が な くなる と、、、液体 ヘ リウム を使 う研 究 者 はだ ん だん と少 な くなって い った。我 々 の年代 以 降

の 日立 中研 の研 究 者で 液体 ヘ リ ウム を使 って実験 を した人 達 は ほ とん どい ない ので は ないか と思 う。 そ

れ に ともない半 導体 の基 礎 的 な研 究 をす る研 究者 の数 も急 速 に減 って い った。今 か ら思 う とヘ リウム液

化 機 は半導 体g)基 礎 研究 ゐ シ ンボル だ った めか もしれなp・ρ大 阪大 学 に赴任 して きで 液 花機 をみた時

は なん と も云 えず なつ か しか った。
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